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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  ディスプレイにカラーパッチを表示し、該カラーパッチを測色することで該ディスプレ
イの色の較正を行うディスプレイの較正方法であって、
画面に単一の色信号を与えることで補正用表示色を一様に表示し、該補正用表示色を測色
手段で撮像し、
画面に複数の色から構成されたカラーパッチを表示し、該カラーパッチを測色手段で撮像
し、
前記画面に前記単一の色信号として白色の信号と黒色の信号とを交互に与え、前記補正用
表示色として白色を表示したときの測色データと前記補正用表示色として黒色を表示した
ときの測色データに基づいて前記カラーパッチの測色データを補正し、前記ディスプレイ
の較正テーブルを作成することを特徴とするディスプレイの較正方法。
【請求項２】
  上記請求項１に記載のディスプレイの較正方法によって得られる較正テーブル。
【請求項３】
  ディスプレイにカラーパッチを表示し、該カラーパッチを測色することで該ディスプレ
イの色の較正を行うディスプレイの較正装置であって、
画面に表示された色を測色する測色手段と、
画面に単一の色信号を与えることで補正用表示色を一様に表示し、該補正用表示色を測色
センサで撮像し、画面に複数の色から構成されたカラーパッチを表示し、該カラーパッチ
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を前記測色手段で撮像し、前記画面に前記単一の色信号として白色の信号と黒色の信号と
を交互に与え、前記補正用表示色として白色を表示したときの測色データと前記補正用表
示色として黒色を表示したときの測色データに基づいて前記カラーパッチの測色データを
補正し、前記ディスプレイの較正テーブルを作成する較正部を備えてことを特徴とするデ
ィスプレイの較正装置。
【請求項４】
  ディスプレイにカラーパッチを表示し、該カラーパッチを測色することで該ディスプレ
イの色の較正を行うディスプレイの較正方法をコンピュータに実行させるためのプログラ
ムであって、
画面に単一の色信号を与えることで補正用表示色を一様に表示し、該補正用表示色を測色
手段で撮像し、
画面に複数の色から構成されたカラーパッチを表示し、該カラーパッチを前記測色手段で
撮像し、
前記画面に前記単一の色信号として白色の信号と黒色の信号とを交互に与え、前記補正用
表示色として白色を表示したときの測色データと前記補正用表示色として黒色を表示した
ときの測色データに基づいて前記カラーパッチの測色データを補正し、前記ディスプレイ
の較正テーブルを作成する手順を有することを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイの較正方法、較正装置、その較正方法によって得られる較正テ
ーブル、その較正方法をコンピュータに実行させるためのプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、カラー表示可能なディスプレイにおいて、表示される色を調整するため、色の
較正作業（キャリブレーションともいう。）が行われている。
　従来、較正作業を行う場合には、ディスプレイの画面の中央部に予め決められたパッチ
を表示し、このパッチを測色装置で測色して較正を行う手法が一般的である。
【０００３】
　ここで、色を正確に表示する目的のため、ＲＧＢの各色をそれぞれ単独に変化させて表
示された色を測色することによって、三次元ルックアップテーブル（３ＤＬＵＴ）を作成
する手法が採用される。三次元ルックアップテーブルを作成する場合には、非常に多くの
色を表示させて測色する必要があり、測定作業が煩雑で時間がかかってしまう。
【０００４】
　そこで、従来、図４に示すように、ディスプレイ１０１の画面に複数の異なる表示色を
一定のパターンで配置してなるカラーパッチ１０３を表示し、表示されたカラーパッチ１
０３を２次元センサとして機能する測色手段１０２によって測色することにより較正作業
にかかる時間を短縮することを可能であるが、次に述べるような問題があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、図４に示す従来の較正方法では、表示された色が画面上の位置に応じてムラに
なることがあり、また、較正作業の行われる環境光に起因して画面上の位置に応じて表示
される色が異なることがあった。例えば、ディスプレイ１０１の画面の中央部Ｄ0と画面
の隅部Ｄ1，Ｄ2，Ｄ3，Ｄ4とでは、環境光の照射具合が若干異なることに起因して、同じ
色信号に基づいて同じ色を表示していても測色手段１０２によって測色された値が異なり
、同じ色が表示されているにもかかわらず異なる色として認識されてしまうことがあった
。このように、較正作業の精度が低下してしまう点で改善の余地があった。
【０００６】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、その目的は、精度の良好なディスプレイ
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の較正方法及び該較正方法によって得られる較正テーブルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
（１）ディスプレイにカラーパッチを表示し、該カラーパッチを測色することで該ディス
プレイの色の較正を行うディスプレイの較正方法であって、
画面に単一の色信号を与えることで補正用表示色を一様に表示し、該補正用表示色を測色
手段で撮像し、
画面に複数の色から構成されたカラーパッチを表示し、該カラーパッチを測色手段で撮像
し、
前記画面に前記単一の色信号として白色の信号と黒色の信号とを交互に与え、前記補正用
表示色として白色を表示したときの測色データと前記補正用表示色として黒色を表示した
ときの測色データに基づいて前記カラーパッチの測色データを補正し、前記ディスプレイ
の較正テーブルを作成することを特徴とするディスプレイの較正方法。
（２）上記請求項（１）に記載のディスプレイの較正方法によって得られる較正テーブル
。
（３）ディスプレイにカラーパッチを表示し、該カラーパッチを測色することで該ディス
プレイの色の較正を行うディスプレイの較正装置であって、
画面に表示された色を測色する測色手段と、
画面に単一の色信号を与えることで補正用表示色を一様に表示し、該補正用表示色を測色
センサで撮像し、画面に複数の色から構成されたカラーパッチを表示し、該カラーパッチ
を前記測色手段で撮像し、前記画面に前記単一の色信号として白色の信号と黒色の信号と
を交互に与え、前記補正用表示色として白色を表示したときの測色データと前記補正用表
示色として黒色を表示したときの測色データに基づいて前記カラーパッチの測色データを
補正し、前記ディスプレイの較正テーブルを作成する較正部を備えてことを特徴とするデ
ィスプレイの較正装置。
（４）ディスプレイにカラーパッチを表示し、該カラーパッチを測色することで該ディス
プレイの色の較正を行うディスプレイの較正方法をコンピュータに実行させるためのプロ
グラムであって、
画面に単一の色信号を与えることで補正用表示色を一様に表示し、該補正用表示色を測色
手段で撮像し、
画面に複数の色から構成されたカラーパッチを表示し、該カラーパッチを前記測色手段で
撮像し、
前記画面に前記単一の色信号として白色の信号と黒色の信号とを交互に与え、前記補正用
表示色として白色を表示したときの測色データと前記補正用表示色として黒色を表示した
ときの測色データに基づいて前記カラーパッチの測色データを補正し、前記ディスプレイ
の較正テーブルを作成する手順を有することを特徴とするプログラム。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、精度の良好なディスプレイの較正方法、較正装置、その較正方法によ
って得られる較正テーブル、その較正方法をコンピュータに実行させるためのプログラム
を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳しく説明する。
　図１は、本発明に係るディスプレイの較正の手順を説明する図である。図２は、本発明
に係るディスプレイの較正装置の構成を説明するブロック図である。図３は、本発明に係
るディスプレイの較正の手順を説明するフローチャートである。
【００１０】
　図１（ａ），（ｂ）及び（ｃ）は、順に、ディスプレイの較正の手順を説明しており、
同じ較正装置１０を用いる。ここで、本発明でいう較正とは、与えられた色信号に対して



(4) JP 4547208 B2 2010.9.22

10

20

30

40

50

、ディスプレイに実際に表示される色が適正となるように調整するものをいい、キャリブ
レーションともいう。
【００１１】
　較正装置１０は、カラー表示可能な画面１３を有するモニタ（ディスプレイ）１１と、
モニタ１１の画面に表示された色を２次元的に測色可能な測色手段１２とを備えている。
【００１２】
　モニタ１１は、例えば、ＲＧＢの３色をそれぞれ、８bits（ビット）の色信号を入力す
ることで色を表示するＣＲＴモニタを用いることができる。
【００１３】
　測色手段１２は、モニタ１１の画面１３に表示された色を、画面１３に対して平行な２
次元面のセンサ領域を有する測色センサを用いることができる。例えば、測色手段１２と
してはサイバネットシステムズ株式会社製　ProMetric Color 1600等を使用することがで
きる。
【００１４】
　図２に示すように、本実施形態の較正装置１０は、較正部２０を備えている。較正部２
０には、モニタ１１に色信号を出力するように制御することでき、また、測色手段１２を
駆動制御してモニタ１１の測色を実行し、測色によって得られた情報（以下、測色データ
という。）を読み込むように制御する制御部２１が備えられている。
【００１５】
　また、較正部２０には、後述するように、測色データの補正を行う補正処理部２２と、
補正された測色データに基づいて較正データを作成する較正テーブル作成部２３と、較正
テーブル等の較正を行う際に必要な情報を記憶する記憶部２４とが備えられている。
【００１６】
　モニタ１１は、８bitsの色信号を与えられることによって画面に、一様な色を表示する
ことができる。例えば、モニタ１１に、色信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，２５５，２５
５）を与えることで、画面に一様な白を表示することができ、また、色信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ
）＝（０，０，０）を与えることで、画面に一様な黒を表示することができる。
【００１７】
　測色手段１２は、モニタ１１の画面に表示された色を測色し、三刺激値（Ｘi，Ｙi，Ｚ
i）からなる測色データとして較正部２０に出力する機能を有している。ここで、三刺激
値（Ｘwi，Ｙwi，Ｚwi）の「i」は、画面上の位置を示している。
【００１８】
　次に、図１から図３を参照して、本実施形態における較正の手順を説明する。
　最初に、図１（ａ）に示すように、モニタ１１に、色信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，
２５５，２５５）を与えることで、画面１３の全面に一様な白色を表示させる（ステップ
Ｓ１０１）。このとき、画面１３に表示された一様な色（補正用表示色）を測色手段１２
によって撮像する（ステップＳ１０２）。
【００１９】
　その後、測色手段１２によって測色された測色データが較正部２０に出力される。この
測色データは、画面１３の位置に応じて三刺激値（Ｘwi，Ｙwi，Ｚwi）と、画面全体の三
刺激値の平均値（Ｘwn，Ｙwn，Ｚwn）とからなる。
【００２０】
　また、図１（ｂ）に示すように、モニタ１１に、色信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（０，０，０
）を与えることで、画面１３の全面に一様な黒色を表示させる（ステップＳ１０３）。こ
のとき、画面１３に表示された一様な色（補正用表示色）を測色手段１２によって撮像す
る（ステップＳ１０４）。
【００２１】
　その後、測色手段１２によって測色された測色データが較正部２０に出力される。この
測色データは、画面１３の位置に応じて三刺激値（Ｘbi，Ｙbi，Ｚbi）と、画面全体の三
刺激値の平均値（Ｘbn，Ｙbn，Ｚbn）とからなる。
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【００２２】
　次に、図１（ｃ）に示すように、モニタ１１にの画面１３の中央部に複数の色をパター
ン状に配置してなるカラーパッチ１４を表示する（ステップＳ１０５）。そして、測色手
段１２によってカラーパッチ１４を撮像し、測色を行う（ステップＳ１０６）。このとき
の測色データを三刺激値（Ｘpi，Ｙpi，Ｚpi）とする。
【００２３】
　較正装置１０は、較正部２０の補正処理部２２によって、補正用表示色の測色データに
基づいてカラーパッチ１４の測色データを補正を行う（ステップＳ１０７）。補正された
三刺激値を（Ｘpi’，Ｙpi’，Ｚpi’）とするとき、補正の演算は下記式によって実行さ
れる。
【００２４】
【数１】

【００２５】
　ここで、上式の（Ｘwn－Ｘbn），（Ｙwn－Ｙbn）及び（Ｚwn－Ｚbn）は、それぞれモニ
タ１１のみの出力値を表し、（Ｘwi－Ｘbi），（Ｙwi－Ｙbi）及び（Ｚwi－Ｚbi）は、そ
れぞれ画面の所定位置における出力値を表している。また、（Ｘwn－Ｘbn）／（Ｘwi－Ｘ
bi），（Ｙwn－Ｙbn）／（Ｙwi－Ｙbi）及び（Ｚwn－Ｚbn）／（Ｚwi－Ｚbi）は、それぞ
れモニタ１１の出力値の、平均値に対するばらつきを表している。
【００２６】
　なお、上式において、補正用表示色である黒色の測色データが得られない場合には、三
刺激値（Ｘbi，Ｙbi，Ｚbi）とその平均値（Ｘbn，Ｙbn，Ｚbn）をそれぞれ０とすること
で近似解を得ることができる。
【００２７】
　補正処理部２２により測色データの補正を行った後、較正テーブル作成部２３によって
、上式によって得られた補正された三刺激値を（Ｘpi’，Ｙpi’，Ｚpi’）に基づいて、
ディスプレイの較正テーブルを作成する（ステップＳ１０８）。
【００２８】
　作成された較正テーブルは、較正部２０の記憶部２４に記憶させることで、その後の較
正作業時に必要に応じて記憶部２４から読み出すことで使用することができる。
【００２９】
　本実施形態では、モニタ１１の画面に単一の色信号として白色の信号と黒色の信号とを
交互に与え、補正用表示色として白色を表示したときの測色データと補正用表示色として
黒色を表示したときの測色データとに基づいてカラーパッチの測色データを補正するもの
である。しかし、補正用表示色としては白色と黒色に限定されない。例えば、補正用表示
色として、白色と黒色とのうち一方のみを画面に一様に表示してもよい。また、例えば、
補正用表示色として、他の色を画面に一様に表示してもよい。
【００３０】
　上記実施形態のディスプレイの較正方法は、ディスプレイにカラーパッチを表示し、該
カラーパッチを測色することで該ディスプレイの色の較正を行うディスプレイの較正方法
であって、画面に単一の色信号を与えることで補正用表示色を一様に表示し、該補正用表
示色を測色手段で撮像し、画面に複数の色から構成されたカラーパッチを表示し、該カラ
ーパッチを測色手段で撮像し、補正用表示色の測色データに基づいて前記カラーパッチの
測色データを補正し、ディスプレイの較正テーブルを作成することを特徴とするものであ
る。
【００３１】
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　このディスプレイの較正方法によれば、画面に一様に表示される補正用表示色を測色手
段によって測色することで測色データを得て、画面上の位置の違いに応じた測色された値
の相違を測色データとして検出している。そして、別途に撮像されたカラーパッチの測色
データを補正用表示色の測色データに基づいて補正することで、画面上の位置の違いによ
る表示色のムラなどの影響が考慮され、ディスプレイの較正をより一層正確に行うことが
可能となる。
【００３２】
　上記ディスプレイの較正方法の手順は、コンピュータに実行させるためのプログラムと
してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明に係るディスプレイの較正の手順を説明する図である
【図２】本発明に係るディスプレイの較正装置の構成を説明するブロック図である。
【図３】本発明に係るディスプレイの較正の手順を説明するフローチャートである。
【図４】従来のディスプレイの較正を説明する図である。
【符号の説明】
【００３４】
１０　　較正装置
１１　　モニタ（ディスプレイ）
１２　　測色手段
１３　　画面
１４　　カラーパッチ
２０　　較正部

【図１】 【図２】
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